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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

現在の植物CO2固定酵素ルビスコは、O2とC02を誤認識するためCO2固定効率が悪く、これが光合成能を
大きく低下させる原因となっている。O2反応性抑制のようなルビスコ高機能化が、植物光合成増大を
可能にすると期待される。そこで、本研究では、祖先タンパク質と現存する高機能ルビスコを用いた
ルビスコ高機能化部位の同定(１,２)および高機能化部位の植物ルビスコへの導入(３)を行っている
。１）ルビスコ祖先タンパク質は、ルビスコ触媒残基のいくつかに置換を有しCO2固定能とO2反応性を
示さないことから、これらが両ガス基質反応性に関与すると予想された。これら残基と両反応の関連
性を解析するために、全てルビスコ型アミノ酸に置換した枯草菌と紅色非硫黄細菌の変異祖先タンパ
ク質遺伝子を作製した。今年度はルビスコ型変異祖先タンパク質のルビスコ触媒能獲得の有無を解析
する。また、祖先タンパク質とルビスコの比較解析から、共通保存残基H294が酵素活性化促進残基で
あることを突き止めた。２）植物ルビスコと紅藻の高機能ルビスコの比較から、紅藻ルビスコのO2
反応性抑制残基をいくつか想定している。今年度は、植物ルビスコ研究モデルのラン藻ルビスコにこ
れら紅藻型残基を導入した変異ルビスコ遺伝子の作製を行った。大腸菌リコンビナント発現系を構築
し変異ラン藻ルビスコが得られ次第、導入効果を解析する。３）ラン藻ルビスコを用いた研究から既
に同定しているO2反応性を17%抑制する紅藻ルビスコ高機能化残基をルビスコに導入した形質転換タ
バコの作製を行った。T0世代において、紅藻型ルビスコ遺伝子を持つ変異葉緑体ゲノムがホモプラズ
ミックであり、変異型ルビスコが正常に蓄積していることを確認した。さらに、この形質転換体を土
上げし、種子を獲得した。現在、形質転換タバコを用いて、ルビスコ酵素特性と植物体光合成能への
導入効果を解析している。                             

 

10. キーワード 
  (1) 光合成                      (2) CO2固定                     (3) ルビスコ             
  (4) ルビスコ祖先タンパク質      (5) 紅藻                         (6) 葉緑体              
  (7)                             (8)                                           (裏面に続く) 
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om Bacillus subtilis and photosynthetic RuBisCO. 
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Journal of Biological Chemistry 有り 284 2 0 0 9 13256-13264
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ること。 

http://bsw3.naist.jp/yokota/research_ashida.html 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


